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前
回
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
芦
屋
病
院
は
、
平
成
二

十
一
年
四
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
地
方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行

に
向
け
て
、
現
在
も
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

芦
屋
に
ふ
さ
わ
し
い
療
養
環
境
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
維
持
業
務
・
看
護
業
務
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
医
師
の
確
保
、

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
・
床
ず
れ
ケ
ア
外
来
の
新
設
な
ど
も
、
す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
公
開
講
座
や
各
種
健
康
教
室
の
開
催
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
マ
チ
ネ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
渡
り

廊
下
を
利
用
し
た
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
「
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
・
床
ず
れ
ケ
ア
外
来
」

の
新
設
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
十
二
月
に
、「
皮
膚
・
排
泄
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
認
定
看
護
師
研
修
」
を
終
了
し
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
屋
病
院
に
復
帰
し
て
い
る
看
護
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
阪
本
純
子
で
す
。

　

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
と
い
う
の
は
、
病
院
で
褥
瘡（
床
ず
れ
）が
で
き

た
患
者
の
か
た
の
身
の
回
り
で
原
因
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
少
し
で

も
減
ら
す
方
法
を
考
え
た
り
、
床
ず
れ
以
外
の
傷
で
も
患
者
の
か
た

の
ケ
ア
方
法
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師

や
薬
剤
師
な
ど
チ
ー
ム
で
、
床
ず
れ
の
早
く
治
る
方
法
を
考
え
な
が

ら
、
傷
を
定
期
的
に
観
察
し
て
い
ま
す
。

　
「
ス
ト
ー
マ（
人
工
肛
門
）」
で
は
、
手
術
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
、

ご
自
宅
で
の
生
活
が
で
き
る
だ
け
問
題
な
く
送
れ
る
よ
う
に
、
専
門

的
な
助
言
を
し
ま
す
。
ま
た
、
便
や
尿
の
漏
れ
に
よ
る
不
快
や
、
皮

膚
が
赤
く
な
っ
た
り
た
だ
れ
た
り
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
に
は
、
生

活
し
や
す
い
方
法
を
考
え
、
少
し
で
も
快
適
な
ス
ト
ー
マ
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。
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四
月
か
ら
、「
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
・
褥
瘡（
床
ず
れ
）ケ
ア
外
来
」を
開
設

し
ま
し
た
。　
「
床
ず
れ
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
」「
何
回
も
床
ず
れ
が

で
き
る
」「
ス
ト
ー
マ
装
具
が
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
な
い
。
漏
れ
る
こ
と

が
多
い
」「
ス
ト
ー
マ
周
囲
の
皮
膚
が
赤
く
な
る
」
な
ど
の
悩
み
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？　

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
・
褥
瘡（
床
ず
れ
）ケ
ア
外
来
で
は
、

そ
う
し
た
悩
み
を
お
持
ち
の
か
た
の
、自
宅
で
の
生
活
を
快
適
に
過

ご
せ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
傷
や
床
ず
れ
、
ス
ト
ー
マ
で

悩
み
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
　

毎
週
木
曜
日
・
午
前
十
時
〜
午
後
二
時

�
�
�
　

専
門
外
来
ま
た
は
外
科
外
来 （
外
来
棟
五
階
）

�
�
�
　

外
科
医
師
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
研
修
終
了
看
護
師

※
外
来
日（
木
曜
日
）以
外
で
も
、
外
科
診
察
を
受
け
て
い
る
か
た
に

　

つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
対
応
し
ま
す
。
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年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
支
払
う
方

法（
特
別
徴
収
）と
、
納
付
書
に
よ
っ
て
銀

行
等
で
支
払
う
方
法（
普
通
徴
収
）の
二
通

り
が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
場
合
は
、
別
途
申
請
に
よ

り
、
口
座
引
き
落
と
し
で
支
払
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
た

に
は
、
四
月
上
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
仮

徴
収
額（
仮
徴
収
開
始
）決
定
通
知
書
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
か
た
は
、

七
月
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
と
と
も
に
納
付
書
を
お
送
り
す
る

予
定
で
す
。
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す
で
に
四
月
の
年
金
支
給
時
か
ら
天
引

き
で
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
後
六
月
と
八
月
の
年
金
支
給

時
に
も
、
平
成
十
八
年
中
の
所
得
に
よ
り

算
出
し
た
年
間
保
険
料
を
六
で
割
っ
た
額

（
百
円
未
満
は
切
り
捨
て
）を
、
天
引
き
に

よ
り
徴
収
し
ま
す
。
こ
の
後
、
十
月
・
十

二
月
・
翌
年
二
月
の
年
金
支
給
時
に
は
、

平
成
十
九
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
し
た

保
険
料（
こ
れ
が
確
定
し
た
保
険
料
に
な

り
ま
す
）か
ら
、
四
・
六
・
八
月
に
徴
収
し

た
保
険
料
を
差
し
引
い
て
残
っ
た
保
険
料

を
三
で
割
っ
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
徴
収
し

ま
す
。（
た
だ
し
、
二
月
は
端
数
調
整
の
た

め
若
干
額
が
変
わ
り
ま
す
）

　

平
成
十
八
年
と
十
九
年
で
所
得
の
増
減

が
あ
っ
た
か
た
は
、
十
月
以
降
の
年
金
か

ら
の
天
引
き
を
中
止
し
、
納
付
書
に
よ
っ

て
支
払
っ
て
い
た
だ
く
か
、
あ
る
い
は
保

険
料
を
い
た
だ
き
す
ぎ
た
時
に
還
付
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

七
月
に
送
付
す
る
納
付
書
で
、
七
月
か

ら
翌
年
三
月
ま
で
の
毎
月
末
を
期
限
と
し

て
、
九
期
に
分
け
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
長
寿
医
療
被
保
険
者
に
な
る
前

日
ま
で
社
会
保
険
等
の
被
用
者
保
険（
国

民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
）の
被
扶
養
者
だ
っ
た
か
た

の
保
険
料
は
、
十
月
か
ら
特
別
徴
収
・
普

通
徴
収
の
い
ず
れ
か
で
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
際
に
ご
負
担

い
た
だ
く
自
己
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

七
月
ま
で
は
平
成
十
八
年
中
の
本
人（
同

じ
世
帯
に
属
す
る
七
十
歳
以
上
の
か
た
、

ま
た
は
長
寿
医
療
被
保
険
者
が
複
数
い
る

場
合
は
所
得
の
高
い
か
た
）の
所
得
に
応

じ
て
一
割
あ
る
い
は
三
割
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
八
月
か
ら
翌
年
の
七
月
ま
で

は
、
平
成
十
九
年
中
の
本
人
の
所
得（
同
じ

世
帯
に
属
す
る
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
、

ま
た
は
長
寿
医
療
被
保
険
者
が
複
数
い
る

場
合
は
所
得
の
高
い
か
た
）に
応
じ
て
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
八
月
か
ら
負
担
割
合
が

変
わ
る
か
た
に
は
、
新
し
い
負
担
割
合
を

記
載
し
た
被
保
険
者
証
を
七
月
中
に
お
送

り
し
ま
す
。

　

四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
か
た
と
同
様

に
、
長
寿
医
療
の
被
保
険
者
の
か
た
に
つ

い
て
も
特
定
健
康
診
査
と
同
じ
健
診
内
容

（
た
だ
し
、
腹
囲
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）の
健

康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
医
療
機
関
で
六
月
か
ら
実
施
の
予

定
で
す
が
、
対
象
者
の
か
た
に
は
五
月
下

旬
ご
ろ
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
健
診
内
容
は
、
１
面
の
表
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

　

七
十
四
歳
ま
で
の
か
た
と
変
わ
ら
ず
、

必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
、
複
数
の

病
気
に
か
か
っ
た
り
、
治
療
が
長
期
に
わ

た
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
う
し
た
特
性
を
踏

ま
え
て
、
生
活
を
支
え
る
医
療
を
目
指
し

ま
す
。
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糖
尿
病
等
の
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の

　

か
た
は
、
希
望
に
応
じ
て
、
ご
自
身
が

　

選
ん
だ
担
当
医
か
ら
、
心
身
全
体
を
継

　

続
的
に
診
て
も
ら
え
ま
す
。

　

※
担
当
医
以
外
の
医
師
に
か
か
っ
て
も
、

　
　

変
更
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
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在
宅
で
安
心
し
て
療
養
生
活
を
送
る

　

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
訪
問
診
療
や

　

訪
問
看
護
の
充
実
、
医
師
や
看
護
師
な

　

ど
医
療
の
専
門
家
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　

提
供
者
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
生
活
を

　

支
え
る
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
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���　６月21日（土）午後２時上映（開場
１時30分）　���　ルナ・ホール　��
�　650人（要整理券）　�����　20人
（１人300円・２歳～就学前）　�����
往復はがきまたは窓口で、住所・氏名・電話
（ファクス）番号・参加希望者名（１枚で４
人まで）を、一時保育を希望されるかたは
子どもの名前・生年月日を明記し、６月16
日（月）までに下記へ
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　６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、全国各地で人権擁護委員制度の啓発行事
等が行われます。　本市でも、いじめ・いやがらせ、名誉棄損、信用問題その他人権に
関することでお困りのかたを対象に、特設人権相談所を開設します。
《秘密厳守・予約制》y
���　６月２日（月）午後１時～４時　���　市役所北館２階会議室２　���
　人権擁護委員による人権相談　※毎月第２・４火曜日の人権相談所は上記開催の
ため６月の第２火曜日は開設しません。　�����　上記へ
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　収税課では毎月の最終日曜日に納
税相談窓口を設けています。
平日に金融機関へ行けないかたは、
納税もできます。
���　５月25日（日）午前９時～午
後５時　���　収税課（市役所南
館１階）※ご来庁の際は、北館地下１
階の警備室で手続き後、収税課へお
越しください。

�������	��

�������	
��������

���　６月７日（土）午後１時30分～３時30分
���　市役所分庁舎２階  大会議室　
���　40人　
������５月15日（木）午前９時から、電話で芦屋菊花
　　　　　　会事務局（経済課内）へ

�������	
������

　下記の対象のかたには、すでに納付済みの平成19年度分の住民税額から税源移譲
により増額となった住民税相当額を還付します。

���　平成18年中に会社を退職されるなどで、平成19年中の所得が減り、所得税が
　　　　課されなくなったかたで、税源移譲による所得税
　　　　の軽減の影響は受けず、住民税の増加の影響のみ
　　　　を受けることになったかた。
�����　７月１日～31日
※対象者には６月中に申請書を送付予定です。
　７月なっても届かないかたや、問い合せは上記へ。
※住民税のローン控除についての申請がまだ済んで
　いないかたは、５月末までに申告してください。

�����　６月13日（金）午前９時30分～午後５時30分
�� � �　県立六甲山自然保護センター・神戸市立　
　　　　　　王子動物園・六甲山牧場
�����　会員4,500円/会員外5,000円（昼食付）　
������40人　
������５月15日（木）午前９時～午後５時までに
　　　　　　電話で上記へ
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��������　平日（月～金曜日）　午
前10時～午後７時（土・日・祝日）　午前10時
～午後５時　����　６月12日（木）　�
����　住民票の写し・印鑑証明書・戸籍
全部・個人事項証明書・外国人登録原票記載
事項証明書・市民税県民税課税証明書・固定
資産課税台帳記載事項証明書など
�����土・日・祝日と平日の午後５時15分
以降は、除籍・戸籍謄抄本・税務証明等は申請
受け付けのみとなります。※各種届出・登録
の手続きは、市役所市民課へ。
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���　５月24日～26日　
���　市民センター展示場　
���　切手でつづる昭和の歴史
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���　５月31日～６月12日　
���　市民センター展示場　　
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��
�５月25日（日）10時～15時（雨天の場合
６月１日）　�ＪＲ芦屋駅北側ペデストリ
アンデッキ　�芦屋市商工会（�23-2071）

�������	
��	��
�６月１日（日）10時～16時　�小野市ひ
まわりの丘公園　�森林ボランティア活
動や宝塚音楽学校生等のイベント・地元
をはじめ県下各地の特産物の販売等　�
ひょうご森のまつり2008実行委員会（�
078-362-3144）

�������	
����
�６月２日（月）13時30分～15時　�保健
センター　�お母さんに知ってほしい幼児の
歯と健康、虫歯予防と噛みごたえのある食品
の展示と試食、歯の相談　�１歳６カ月～３
歳児と保護者30組（１歳以上託児あり先着15
人）※要予約　�歯科医師会医師・村岡憲次氏
�保健センター（�31-1586）　

�������	
���
�＆�①キッズ：水泳、ダンス②大人：水泳、
体操（60歳から） ピラティス、バレエ・エク
ササイズ、ソフトヨガ、パワーヨガ　�①
４回コース各4,935円②８回コース各9,400
円　�＆�海浜公園プール（�22-8861）

�������	
��
�５月29日（木）13時～15時　�芦屋公園
�狂犬病予防注射と混合ワクチンを１年
以内に 接種済みの生後５カ月以上の犬と
飼い主10組　�500円　�５月23日（金）
までに、はがきかファクスに住所・氏名・
電話・ファクス・Ｅメール/犬の名前・種類・
年齢・性別を明記し、右記へ　�動物愛護
協会事務局（�38-2033/FAX38-2176　〒
659-8501 住所不要・経済課内）

�������	
����������
����　　    課税課管理担当�38-2015
������  課税課管理担当�38-2015
�����阪神南県民局西宮県税事務所 
　　　　　　　　　　　 �0798-23-7788

��������	
����
�毎週火・水・金曜日の午前中（祝祭日除
く）　�芦屋病院　�問診・視触診・マン
モグラフィ（乳房レントゲン検査）　�40
歳以上の市内在住の女性（妊婦・豊胸術を
したかた・ベースメーカー装着のかたを
除く）　�2,800円（70歳以上は無料）　�
受診希望日・住所・氏名・電話番号・生年月
日を、電話またはファクスで、芦屋病院
（�31-2156/FAX22-3319）へ

�������	
�����
�健康福祉事務所（�32-0707/FAX38-1340）
�������	
�������
�Ｂ型肝炎ウイルスおよびＣ型肝炎ウイル
スの除去を目的として行うインターフェ
ロン治療※健康保険適用　�肝がん合併の
ないＢ型慢性肝炎・Ｃ型慢性肝炎およびＣ
型代償性肝硬変で、インターフェロン治療
を行う予定または治療中のかた
�������	
����
�治療１回につき上限10万円、年度２回※
通算５カ年度が限度　�県内に住所を有
する法律上婚姻をしている夫婦で、指定医
療機関で特定不妊治療を受け、夫婦合算し
た前年の所得額が730万円未満、治療終了
後３カ月以内のかた　�上記へ

�������	
������
�６月２日（月）13時～16時　�市民相談
室（南館地下１階）　�市内事業主　�＆
�経済課（�38-2033）

�������	�
�生き物調査・エコチェック・リサイクル
などの環境活動　�小・中学生（数人～30
人）グループと大人のサポーター　�環
境課にある登録用紙に記入し、下記へ　
�環境課（�38-2051）

�������
�＆�図書館（�31-2301）
�������	
��������
�５月１７日・24日（土）14時～15時　�お
はなし：小学校１年生以上、絵本：３歳以
上（各保護者可）
��������	�
�５月25日（日）14時～14時40分　�小学
生50人　�直接会場へ　
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������
�５月19日～26日・13時15分～14時15分受け付け　�＆�保健センター（�31-1586）
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■��　６月２日(月)・５日(木)
・９ 日(月)・12日(木)・16日(月)＜
全５回＞午後２時～４時　��
�個人事業者（青色申告）向け複
式簿記の研修　 �������
3,000円（納税協会非会員）・会員
無料�����　下記へ


